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フューチャー イノベーション フォーラム 2006 

総会・懇親パーティーを開催しました 

 

 

フューチャー イノベーション フォーラム（代表＝牛尾治朗・ウシオ電機株式会社会長、金丸恭

文・フューチャーシステムコンサルティング株式会社会長兼社長、略称：FIF）は11月17日（金）に、

東京都港区のホテルオークラ東京にて「FIF2006総会・懇親パーティー」を開催いたしました。 

 

FIFはITイノベーションの成果である最先端技術を広く社会の発展に活かす場として今年１月設

立し、「社会貢献」と「ITによる社会変革の促進」をキーコンセプトに、初年度は子どもたちを対象に

したパソコン組み立て教室やクレイ（粘土）を使ってアニメーションを制作するワークショップ「ねんど 

DE アニメ」、オリジナルの企業見学プログラムなどを実施しました。 

 

今回初めての開催となった年次総会は“イノベーション”をキーテーマに、国際教養大学副学長

および多摩大学名誉学長のグレゴリー・クラーク様が「日本文化とイノベーション」と題して基調講演

を行い「IT産業の根源を支える創造力豊富な世代をつくるには感受性を豊かにする教育が求めら

れる」と訴えました。続いて行われたパネルディスカッション「未来の創造―イノベーションを生み出

すメカニズム―」では、早稲田大学大学院ファイナンス研究科教授の川本裕子様、株式会社リヴァ

ンプ代表パートナーの浜田宏様、杉並区立和田中学校校長の藤原和博様、杉並区区長の山田宏

様の４名が「イノベーションを生み出す環境や人材とは」をめぐって、「イノベーションは知恵の集積。

手数を多くして知恵を出していくことで結果が伴ってくる」、「（イノベーションを起こせる人材の育成

には）自分の得意技で他人に喜んでもらうという経験を多く積めるようにすることが大切」など白熱し

た議論を交わしました。最後にFIFのこの一年の活動報告として、慶應義塾大学総合政策学部教授

の榊原清則様がサービス産業における新ビジネスの勉強会「サービスイノベーションワークショップ」

の成果を紹介しました。 

総会には約130人の会員の皆様が出席し、盛況のうちに終了いたしました。また総会後に開かれ

た懇親パーティーでは会員同士が交流を深めました。なお、「FIF2006総会」のプログラムは下記の

とおりです。 

 

FIFでは来年度も引きつづきプログラムの拡充を図るとともに、地方都市での「ＩＴ教室」の開催や

企業見学の実施など活動の場を全国に広げていく方針です。 



〈 FIF2006 総会  プログラム 〉 

13:30 ～ 17:10  ホテルオークラ東京別館地下２階アスコットホールにて 

 

第１部  13:30 ～ 14:40 

・開会宣言とご挨拶 

ウシオ電機株式会社代表取締役会長  牛尾 治朗 様 

 ・基調講演 「日本文化とイノベーション」 

  国際教養大学副学長、多摩大学名誉学長  グレゴリー・クラーク 様 

 

第２部  14:55 ～ 16:00 

・パネルディスカッション 「未来の創造―イノベーションを生み出すメカニズム―」 

〈 コーディネーター 〉 

早稲田大学大学院ファイナンス研究科教授  川本 裕子 様 

〈 パネリスト 〉 

株式会社リヴァンプ代表パートナー     浜田 宏 様 

杉並区立和田中学校校長          藤原 和博 様 

杉並区区長                山田 宏 様   （ご芳名五十音順） 

 

第３部  16:10 ～ 17:10 

 ・サービスイノベーションワークショップ成果報告 

慶應義塾大学総合政策学部教授  榊原 清則 様 

 ・2006 年度 FIF 活動報告 

フューチャーシステムコンサルティング株式会社執行役員  山本 真士 

（2006 年度フューチャー イノベーション フォーラム 実行委員長） 

 

    

   基調講演を行うグレゴリー・クラーク先生      白熱した議論となったパネルディスカッション 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

● フューチャー イノベーション フォーラム公式サイト ： http://fif.jp/ 

● 本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 ： 

フューチャーシステムコンサルティング株式会社 経営企画室 PR担当 有田 

TEL：03-5469-5835（広報直通）   電子メール：pr@future.co.jp 

http://www.fif.jp/
mailto:pr@future.co.jp

